
○「 建設業法」 等関係法令を遵守し た相談・ 契約と してく ださ い。

○本イベント は、 商談成立を確約するも のではあり ません。

北見地域季節労働者通年雇用促進協議会

https://kitam i-tunenkoyo.jp/

0157-25-1248北見市大通西２ 丁目１ 番地  まちきた大通ビル ５ 階
〒090-0040

平日 8： 45 ～ 17： 30

TEL/FAX

北見市・ 訓子府町・ 置戸町の企業と 、冬期間

人材を 求める 道外企業が個別商談でき る

ブースを 設置し ます。
※事前に道外企業の業務情報を提供し 、商談希望を確認し ます。

■建設業
・ 土木・ 型枠・ と び・ 土工・ 大工・ 鉄筋・ 板金・ 塗装 など

■林業　 ■その他

2 0 2 5 年

1 0 月3 日金
10: 00 ▼15: 00

北見市民会館 小ホール
北見市常盤町2 丁目1 -1 0

日時

会場

募集
対象

イ ベント 内容

①従業員の出向に当たっ ては、 従業員一人当たり の一日の賃金を双方が確認

するこ と

②旅費は道外企業が往復分の実費を支給するこ と

③宿泊施設は道外企業が用意するこ と （ 宿泊費を明示）

④円滑に業務を進めるため、 必ず契約書を交わすこ と

商談の確認事項

ビジネスマッチングイベント
冬期間の業務量確保、雇用の継続に向けた道外企業と の新規提携にご活用く ださ い

お申込み
お問い合わせ

令和7年度　 厚生労働省委託通年雇用促進支援事業

在籍出向で

 　   雇用継続を

　 北海道では、 冬期間の積雪の影響により 、 多く

の企業が雇用や事業の継続についてさ まざまな制

約を受けています。

　 本イ ベント では、 地元企業を対象に、 道外企業

と の商談の場を設け、 従業員の一時的な出向等に

よる雇用の継続・ 管理及び業務請負契約など、 経

営基盤の強化に向けた企業の取り 組みをサポート

し ます。

https://kitami-tunenkoyo.jp/


令和７年度 ビジネスマッチングイベント開催案内 
令和７年１０月３日（金）北見市民会館 10：00～15:00 

                  

  

建設業界では高齢化が進む一方で、若年者の職離れによる担い手不足が進んでおります。 

特に北海道においては１年の 1／3 は、積雪により、通年による業務が難しいことから、地

元企業は限定的な雇用ができる季節労働者の雇用に頼っておりますが、その季節労働者も高

齢化が進む一方で、若い労働力は収入が確実に安定する道外へ流出するケースも見られるな

ど、年々人材の確保が難しい状況となっております。 

 このような中、競争化が進む将来を見据えた道内企業に対し、当協議会では、冬期間も安

定稼働し続ける体力をつけることが道内における建設業界の挑戦課題と考え、この事業を提

案いたします。 

 ビジネスマッチングイベント活用事例（在籍出向・現場請負） 

地元企業                   道外企業 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

イベントに関心

はおありですか 

ある 御社名 ご担当者名 FAX 等で回答をお願いします。 

電話・FAX 0157-25-1248 ない 

【株式会社 創輝 様】 

（北見市・総合建設業） 

 安定した年間事業量を確保するため、令和３

年度からビジネスマッチングに参加。これまで

に東京都稲城市と横浜市の建設会社との間で

在籍出向契約を結び、従業員を出向させてい

る。このイベントを活用することで、冬期間の

受注減を気にすることなく、貴重な人材を継続

して雇用し続けられるため、年間を通じた人材

活用ができるようになった。 

【小雀建設 株式会社 様】 

（横浜市・総合建設業） 

イベントを通じて、現場監督及び土木作業員

を受け入れている。北海道からの人材は現場へ

の適応力が高く、的確な管理・作業により現場

施工を円滑に進めることが出来ている。最近で

は、在籍出向から関係が始まった企業に対し、

現場請負をお願いするようになり、最終的には

その企業が横浜にも拠点を置くようになった

事例もある。 
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令和７年度ビジネスマッチングイベント開催案内 
令和７年１０月３日（金） 

 

 いまだ季節労働者は全道に約３万５千人おり、そのうち約９００人が道外へ出稼ぎにいっ

ております。多くは積雪が原因による季節雇用の解雇が原因ですが、しかし、これがいま地

元企業の人材不足に繋がっております。今は職場を選べる時代となり、解雇による転職も増

えており、翌シーズンの再雇用時には予定していた人材を確保することができない企業も見

受けられるようになりました。 

 当協議会では、本来は解雇となる人材を、本イベントを通じて契約した道外企業に「在籍

出向」として雇用を継続。企業としての人員確保と企業提携により、地元企業のさらなる安

定や発展も可能な事業として提案いたします。 

  ビジネスマッチングイベント活用事例 
◆地元企業 

【株式会社 創輝 様】（土木・建築・解体業） 

 安定した年間事業量を確保するため、令和３年度からビジネスマッチングに参加。これま

でに横浜市の２社と在籍出向契約を結び、従業員を出向させている。冬期間までの雇用だっ

た季節労働者を「通年雇用助成金」を利用しながら出向させることで、会社に負担なく、貴

重な人材を継続して雇用し続けられるため、年間を通じた人材活用ができるようになった。 

 

【株式会社 ドリーム橋梁 様】（鉄筋工事業） 

 冬期間における安定した事業量の確保を目的に、令和５年度からビジネスマッチングイベ

ントを活用。紹介のあった道外の企業とは良好な関係を築き、お付き合いさせていただいて

いる。さらに事業の提携先及び雇用を伸ばすために同イベントの活用を続けたい。 

 

◆道外企業 

【小雀建設 株式会社 様】（横浜市・総合建設業） 

 イベントを通じて、土木作業員を中心に受け入れを行っている。現場での即戦力を求める

とき、北海道からの人材の評価は非常に高く、的確な作業により事業を円滑に進めることが

できている。最近では、在籍出向から関係が始まった企業に対し、現場請負をお願いするよ

うになり、最終的にはその企業が横浜にも拠点を置くようになった事例もある。 

 

【株式会社 村井工務店 様】（東京稲城市・大工（型枠）工事業） 

 先代から北海道に縁があり、北海道からの人材は即戦力となることからイベントを通じて

在籍出向で作業員等を受け入れるようになった。最近では大型工事の受注もあり、そのよう

な中、確かな技術や経験を持つ北海道の職人さんの戦力は非常にありがたい存在となってい

る。当社については職場環境を整備し、新たに個室の寮も用意するなど、公私ともにストレ

スを感じさせないよう受け入れ体制を充実させている。 

 

【その他事例】 

① 旭川の某建設会社は、冬期間の事業維持として従業員を横浜市の建設会社に在籍出向、

その後、直接現場の一括請負が来るようになり、横浜に本社を移転するほどまでに成長

した。 

② 地元の土木を専門とする企業から横浜の総合建設業に従業員を在籍出向させた。数か月

後には地元でほかの仕事を請け負えるような技術を身につけて帰ってきた。 



③ 北海道の作業員の仕事はいまだに関東では高評価。関東企業は地元で新規で採用するよ

りも北海道の企業と提携契約して、冬期間の「即戦力」として確保する企業が増えてい

る（在籍出向）。 

 

④ 今から道外企業と連携しておくことで、将来予見される道内での大型事業への参加を考

えている企業が増えている。在籍出向などで実績を作ることにより、道外企業とのパイ

プを構築している。 

 

 

在籍出向について地元企業からの商談希望条件（予定） 

 

① 道外企業が地元企業に支払う人員１人当たりの賃金の目安（実績例：商談時交渉可） 

業 種 金額（日額） 

土木作業員 １８，０００円～２２，０００円 

林業作業員 １６，０００円～１８，０００円 

製造業 １２，０００円～１４，０００円 

② 旅費は道外企業が往復分の実費を支給すること  ③ 宿泊施設は道外企業が用意すること（宿泊費を明示） 

④ 出向する従業員の引き抜きは厳禁とする     ⑤ 円滑に業務を進めるため、契約書は必ず交わすこと 

   

 

●ビジネスマッチングイベントは今年で“８回目”の実施となります！ 

イベント実績 

【イベント参加企業数】地元企業  ６９社 ／ 道外企業 ７６社 

【道外企業と契約した地元企業数】 １３社    

【在籍出向人数】         ７３名（季節労働者含む） 

（※すべて延べ数） 

 

イベントを通じて契約した企業については、契約終了後に行ったアンケート調査の結果、 

  ほとんどの企業が良好な関係で契約終了となっており、なかには複数年契約となった企 

  業もあります。 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

開 催 概 要 

 



 

【 日 時 】 令和７年１０月３日（金） １０：００～１５：００ 

 

【 会 場 】 北見市民会館 小ホール（北見市常盤町２丁目１－１０） 

 

【 対象業種 】 ●建設業（土木、建築、左官、足場、舗装、鉄筋、塗装、板金、型枠） 

●林業  

●製造業 その他 

 

【参加企業数】 道外企業    ８社程度（予定） 

地元企業    ８社程度（予定） 

 

〇個別ブースを用意させていただき、企業が１対１で商談する方式とします。 

〇商談は、完全予約制といたします。 

〇商談時間については、１回３０分程度とし、予約状況により商談時間の調整をお願いする 

ことがあります。 

 ・「建設業法」等関係法令を遵守した商談・契約としてください。 

 ・本イベントは、商談成立を確約するものではありません。 

 ・会場では、（公財）産業雇用安定センターの相談ブースを設置し、商談や契約に関するアドバイスを行います。 
 
 

本事業の利用に伴う国の助成金の一例 

【通年雇用助成金】 

本事業を利用し、季節労働者を「通年雇用化」して道外企業に在籍出向させ

た場合、出向先企業からの賃金のほかに、初年度（３年間）は、国から１人

あたり最高７１万円の「通年雇用助成金」を地元企業が受け取ることも可能

となっております。 

 

 

 

助成金に関する詳細はハローワークまで 

ハローワーク北見（�����０１５７—２３－６２５１） 

 

 

 

 

季節労働者通年雇用促進支援事業について 



 

北海道・東北・北陸地方等において、積雪寒冷という気象条件により、冬期間

の産業活動が著しい制約を受け、季節的な循環雇用を余儀なくされる労働者。近

年減少傾向にあるものの、北海道においては現在も、建設業とその関連産業を中

心に約３２，０００人を数えます。 

【北海道の季節労働者の産業別就労比率】 

建設業：５０.７％  サービス業：１７.３％  農林漁業：１５.１％  製造業：７.０％  運輸業：４.６％  

卸売小売業：１.７％  鉱業：０.７％  その他：２.９％          （令和６年度 北海道労働局） 

 

通年雇用促進支援事業 

北海道と市町村および各地域の経済・産業団体等によって構成される北海道内４４の協

議会が「厚生労働省からの委託事業」および「地域自らの取組事業」によって、季節労働

者の通年雇用化を支援しています。 

 

 

 

 

 
 

 

〈北見地域季節労働者通年雇用促進協議会〉 

 

北見市・訓子府町・置戸町（北見地域）の季節労働者およ

び季節事業所を対象に、通年雇用促進支援事業を実施して

おります。 

対象地域（当協議会）の季節労働者数：約１，７６１人 

 

 

●北見地域季節労働者通年雇用促進協議会 

【 所 在 地 】 （事務所）北見市大通西２丁目１番地  

まちきた大通ビル５階 

【 電話/FAX 】  ０１５７－２５—１２４８ 

【 E -Mail 】 kitami-tunenkoyo@drive.ocn.ne.jp 

【 U R L 】  https://kitami-tunenkoyo.jp/ 

 

 ホタテやタマネギ、ジャガイモなどの特産物があるほか、 

世界一のハッカ工場があったマチとして知られています。 

・ セミナー開催 

・ 無料講習（技能講習等）による資格取得支援 

・ 事業所訪問 

・ ビジネスマッチングイベント開催 

…etc. 

委 託 事 業（国） 

北見市 
（人口 11 万人） 

 

・ 無料講習（特別教育等）による資格取得支援 

・ 運転免許等取得に係る半額助成 

…etc. 

北見地域 
（北見市・訓子府町・置戸町） 

季節 
労働者 

地域自らの取組事業（道市町村） 


